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1.はじめに

既報である,池田ほか (1997)及び池田ほか (1998)に引き続き,極めて保存状

態のよい含コラーゲン試料5点が得 られたので,それ らについで 4C濃度測定及び年代

測定を行った結果を報告する.

2.試料調製と加速器質量分析計による14C測定

方法は有田ほか (1990)および中村ほか (1996)に改良を加えたものである.

試料よりノコギリやペンチ等の工具を用いて小片を切 り出し,アセ トンで表面を洗

って付着している有機化合物を溶かし落とした.さらに着色した部分をカッターナイ

フで除去 した.次いで0.2N水酸化ナ トリウム溶液に浸して超音波洗浄した.さらに

1.2N塩酸中で超音波洗浄したのち,蒸留水でよく洗って凍結乾燥機を用いて乾燥さ

せた.

乾燥した試料をあらかじめ1000℃で焼きだした直径6mm ,長さ5cmのバイコール管

に約500mgの線状酸化銅 と試料を入れ,950 ℃で焼きだした石英綿で軽くふたをした

後,少量の銀線を入れた.あらかじめ1000℃で焼きだして線状還元銅を約500mg入れ

た直径9mm,長さ34cmのバイコール管にこれを入れ,真空ラインに接続排気し封管

した.これを電気炉内で850 ℃で約2時間加熱して試料中の炭素を二酸化炭素に変え

た.

真空ライン中で,液体窒素 (-196℃)及び液体窒素で冷却したエタノール (約-100

℃)及びペンタン (-129℃)を寒剤として用いて二酸化炭素を精製した.さらに,約

1.5mgの鉄粉末を触媒として, この二酸化炭素を水素還元 してグラファイ トを作成し

た(Kitagawaeta1.,1993).出来たグラファイ トを乾燥した後,アルミニウム製の試料

台に圧入レて夕､-ゲットを作成した.国際的に標準体として用いられている篠酸

(NBS-MR-49)を標準体とし(Mann,W･B･,1983;Stuiver,M･,1983),名古屋大学年代

測定資料研究センターに設置されている加速器質量分析計により14C測定を行った(中

村ほか,1988).
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表 1 含コラーゲン試料の炭素含有率,14C 量 , 14C年代及び∂13c

Table1Carboncontent,14C00ntentand♂13cofcollagencontainhgsamples

SampleNo･ C00ntent/% 14C00ntent/pM 14cage/yBP ∂13C/‰

ⅠVORY-17 14.46 118.5± 2.6 -1410±180 -17.5

IVORY-18 18.73 13.1± 0.5

ⅠVORY-19 20.60 16.6±0.6

IVORY-20 15.49 116.6±2.7

IVORY-21 16.17 127.3±2.9

16310±310 -21.3

14380±310 -22.2

-1280±190 -9.9

11980±180 -25.4

measuremente汀OrOf∂1℃ :±0.1‰



3.結果及び考察

表1に各試料の炭素含有率,1℃量(PM),14C年代値(yBP)及び ∂13Cを示した.

IVORY-17,20及び21ぱ 4C量(pM)よ り考えて,1950年代以降の大気中核実験の影響を

受けている試料であると考えられる.一方,ⅠVORY-18及び19は1万年以上経過 した

古い試料であることが判明した.また,ⅠVORY-17,20及び21の炭素含有率は,池田

ほか (1997)の現代の象牙 (バルク)の持つ値に近いのに対 し,IVORYl18及び19で

はそれよ り若干高い傾向が見 られた. これは時間の経過 と共に試料か らの脱水が起 こ

る等,含コラーゲン試料の化学組成に変化が起きている可能性を示 している.

∂13Cは,ⅠVORY-20のみが-9.9‰という非常に大きい値 を示した.このことより,

IVORY-ZOは,C3植物を食物とする生物由来の試料ではない可能性が示唆される.

引用文献

有田陽子 ･中井信之 ･中村俊夫 ･亀井節夫 ･秋山雅彦 ･沢田 健 (1990)晴乳類化

石のコラーゲ ン抽出法 とそのAMS法による14C年代測定.名古屋大学古川総合研

究資料館報告,6,45154.

池田晃子 ･中村俊夫 (1997)コラーゲンを含む試料の簡便な調製.名古屋大学加速

器質量分析計業績報告書,Ⅶ,254-257.

池田晃子 ･中村俊夫 (1998)コラーゲンを含む試料の簡便な調製(2).名古屋大学加

速器質量分析計業績報告書,Ⅸ,304-307.

Kitagawa,H･,Masuzawa,T･,Nakamura,T･andMatsumoto,E･(1993)Abatch

prepar…】LtionmethodofgraphitetargetswithlowbackgroundforAMS14c

measurements.Radl'ocaz.bop,35,2951300.

Mann,W･H･(1983)Anintemationalreferencematerialforradiocarbondating.

Radl'oc.at･boD,25,5191527.

中村俊夫 ･大塚裕之 ･奥野 充 ･太田友子 (1996)東シナ海の大陸棚および琉球弧

の海底か ら採取 された哨乳類化石の加速器質量分析法による14C年代測定.地学
雑誌,105,306-316.

中村俊夫 ･中井信之 (1988)放射性炭素年代測定の基礎 一 加速器質量分析法 に重点

をおいて -.地質学論集,29,83-106.

Stuiver,M･(1983)Intemationalagreementsandtheuseofthenewoxalicacidstandard.

Radl'oc.汀bon,25,793-795.

Stuiver,M.andPolach,H.A･(1977)Discussionreportingof14cdata.Rad1'ocaz.bop,19,
355-363.

ー245-



ASimplePreparationofCollagenContainingSamples(3)
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Wemeasuredcarboncontent,14ccontent(PM)and♂13cof5collagencontainingsampleswhich
werepreparedbyasimplepreparationmethod･Wecutoffsmallpiecesfromeachsamplewithasaw
orcuttingPliers,washedwithacid-alkali-acidmethodandcombustedthemtoproduceCO2,instead

ofcollagenextraction･
3samples(IVORY-17,20and21)showedhigh 14ccontent,showingtheyaremodemsamples
havinganinfluenceofnuclearbombeffect･2samples(IVORY-18and19)areold(morethan10,000
years)andalsohavehighercarboncontentsthantheother3samples,Suggestingcollagencontaining
sampleschangeitschemicalcontentswithatime･
Wegottheresultof♂13C-9･9‰withIVORY-20,SuggestingapossibilitythatIVORY-20isnot
fromananimalgrownupwithC3plants･
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